Benefit and Ability Principle in Local Taxation System by 池上, 惇
Title地方税制における利益説と能力説
Author(s)池上, 惇










地方税制における利益説と能力説・・ - 池上 惇
内部留保分析批判・・・・・・ ・・ー… -野 村秀 5fD 15 
異種産業開の合併補完財のケース・・…ーー高 l崎仁良 35 
不確実性と家計貯蓄行動……・・・ .・H ・回目内 田 滋 56 



























1) Edwin仁annan，i'he History of Local Rat出 inEngland， Five Lectures， 1896， p. 132. 



























3) Ibid.， pp. 133-134. 
4) U. K. Hicks， Public Finance， 1947， 2nd ed.， 1955， p.238巽博一， 肥世相夫訳. I財政
芋」東洋経済新報社.1962年第一刷.255ベージ。

























6) Richard Mnsgrave， Public Finance， 1978，ノド下和夫監訳， I財政学」有斐閣， 1983句一， 36 
へー シ。
7) N. P. Hepworth， The l<'inance o[ Local Government， 6th ed.， 1980. p. 42 池上博監訳
「現代イギリスの地方財政」同文館.1982年， 37ベー ジ。



























8) Ibid. pp. 42-43. (37ベージ〕。

























9) 島恭彦「現代地方財政論」有斐閣J 1951年， 130へー ジ。(著作集，第4巻所収〉。
10) 向上.130へジ。
11) Sidney & Beatrice Webb， A Co山titutionfor the Socialistαmmonwealth 01 Great 
























19t!!:紀末のキャナ Y の権威ある主張は，現代イギ 1)スにおける住民の問にも，
かなり普及Lているらしく，ヘヅプワース氏は， 1-庄の著書のなかで，一つの調
12) N. P. Hepworth， op. cit.， p.80. (85ベーシ)。
13) Ibid.， p.80. (85ベー シL



























14) Ibiム p.81. (85-86ベ}ジ〉。












所得税 レイト 総計レトの比〕外 率c5百
1968 5，755 2，161 5，261 1，548 14，725 10.5 
1970 7，453 2，655 6，589 1，827 18，524 9.9 
1972 8，083 3，337 6，888 2，379 20，687 11.5 
1974 12，548 5，日日 8，381 3，089 29，018 10.6 
1976 18，704 R，419 12，046 4，503 43，672 103 
1977 20，295 9，453 15，246 5，194 50，188 10.3 
1増お96大け8-比る7租7(年税広〉のに 353 437 290 335 341 
出所 Annual Abstract 01 Statistics. 
個人的可処分所得に占める居住用資産レイトの比率 〈単位:100万ポソド〉
居住用資産レイト請求高 個人的可処分所得
1968 654 26，523 
1970 747 31，046 
1972 996 39，806 
1974 1，262 53，895 
1976 1，772 76，305 
1977 2，073 86，497 
!l所 g，o即 micTr開 dsand Regional Statutics: England and Walas 
[注JN. P. Hepwor出，op. cit. p. 82 よ"0
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18) 例えば，労働組合の運動は.全国的なネットワー クをもってl 統ー した行動を経営者に対して
とりえた職業別組合をその出発点とする。 s.&日ウェッフ著，荒畑寒村監訳「労働組合運動の
府直」上，日本望働協全.1973年。
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